
令和３年度 学校評価 集計の結果と来年度への取り組み 

たむら支援学校  

 今年度の学校評価アンケートの結果がまとまりましたので、以下の通りご報告いたします。保護者の皆様には、

お忙しい中ご協力をいただき誠にありがとうございました。 

今回の結果を受け課題となる項目については、担当部署を中心に学校全体で改善に向けて具体的な方策を検討

し、次年度の計画と実践に生かして参ります。 

 

【評価基準】 【回答者数】 

 Ａ とてもよくできている、とてもよくあてはまる 

 Ｂ よくできている、よくあてはまる 

 Ｃ あまりできていない、あまりあてはまらない 

 Ｄ できていない、あてはまらない 

（小学部）保護者   ３７人       教 員 ２６人 

（中学部）保護者    １９人 教 員 １２人 

（高等部）保護者    ３６人  教 員 ２３人 

 《保護者 ９２人》  《教 員６１人》     《合  計 １５３人》 

                                         

 

【質問１】 学校は、児童生徒一人一人の実態や特性に配慮しながら、「伝える力」を培うための授業を行って

いると思いますか。 

 

【回答】 

 

 

  

 

 

【結果及び今後の取り組み】 

・ 保護者及び教員の９８％以上が「A」または「B」評価で、概ね良好な評価となりました。特に、保護者

の７１％が「A」とし、「伝える力」を培うための授業が行われていると評価しています。 

 ・ 今後も児童生徒一人一人の「伝える力」を的確に捉え、一人一人の実態に応じた言語環境を整えながら、

教育的ニーズに応じた具体的な指導を通して「伝える力」を培うための取り組みを行います。 

 

 

【質問２】 児童生徒は、個別の指導計画をもとにした各教科の授業を分かりやすいと感じていますか。 

 

【回答】 

 

 

 

 

 

 

【結果及び今後の取り組み】 

・ 保護者及び教員の９７％以上が「A」または「B」評価で、概ね良好な評価となりました。一方、保護者

及び教員の２～３％が「C」評価としており、さらに、個別の指導計画の充実を図りながら、児童生徒

一人一人にとって分かりやすい授業づくりを行うことが求められていると考えます。 

 ・ 今後も児童生徒一人一人の個別の指導計画について、教員間及び保護者との共通理解を図るとともに、   

実態に応じた授業の目標を明確にし、支援方法を工夫しながら、「できる」「わかる」授業づくりを行

います。また、児童生徒が学習を振り返り自己評価できる活動の工夫や目標に準拠した評価の仕方の工

夫など、評価の在り方について検討を行い、授業の改善に努めます。 

評価基準 A B C D 無 

保護者 ６５ ２６ １ ０ ０ 

評価割合 ７１％ ２８％ １％ ０％ ０％ 

教員 ２７ ３３ ０ １ ０ 

評価割合 ４４％ ５４％ ０％ ２％ ０％ 

評価基準 A B C D 無 

保護者 ４８ ４２ ２ ０ ０ 

評価割合 ５２％ ４６％ ２％ ０％ ０％ 

教員 １７ ４２ ２ ０ ０ 

評価割合 ２８％ ６９％ ３％ ０％ ０％ 



【質問３】 学校は、研修をとおして職員同士が学び合い、授業の改善・充実に努めていると思いますか。 

 

【回答】 

 

 

 

 

 

【結果及び今後の取り組み】 

・ 保護者及び教員の９５％以上が「A」または「B」評価で、概ね良好な評価となりました。教員の５％が

「C」評価としていたことを受け、年度途中から研究授業の事後検討会の方法を変え、話しやすい検討

会に向けた工夫を行いました。 

・ 今後も検討会の持ち方を含めた研修の進め方を工夫しながら、実践研究や事例検討、外部講師を招聘し 

ての研修会等、様々な研修を実施し、日々の授業に活かしていきます。 

 

 

【質問４】 学校は、通学指導や交通安全教室などを実施し、児童生徒が安心・安全に生活するための指導

や環境整備を行っていると思いますか。 

 

【回答】 

 

 

 

 

 

【結果及び今後の取り組み】 

・ ９７％の保護者及び 100％の教員が「A」または「B」評価で、概ね良好な評価となりました。保護者

の75％が「A」評価である一方、３％が「C」評価としており、さらに、安心・安全に生活するための

指導や環境整備の充実が求められていると考えます。 

 ・ 今後も児童生徒一人一人が安心・安全に生活するため、実態に応じた具体的な指導や環境整備を行いま 

す。また、通学指導や交通安全教室などの取り組みの様子について、ホームページや通信等でお知 

らせしていきます。 

 

 

【質問５】 学校は、運動や検温、手指の消毒、手洗いなどをとおして、児童生徒が健康や生活習慣に関

心がもてるような指導を行っていると思いますか。 

 

【回答】 

 

 

 

 

 

【結果及び今後の取り組み】 

・ 保護者及び教員の100％が「A」または「B」評価で、良好な評価となりました。７９％の保護者及び 

７５％の教員が「A」とし、保護者のご理解のもと、全職員が一丸となって感染症対策、健康及び生活習 

慣に関する取り組みを行ってきたことが結果に反映されたと考えます。 

・ 今後も新型コロナウイルス感染防止対策を徹底して教育活動を進めるとともに、児童生徒一人一人の

実態に応じて、肥満対策も含め児童生徒が自身の健康や生活習慣に関心がもてるように授業をとお

して指導に取り組んでいきます。 

評価基準 A B C D 無 

保護者 ４５ ４６ ０ ０ １ 

評価割合 ４９％ ５０％ ０％ ０％ １％ 

教員 ３２ ２６ ３ ０ ０ 

評価割合 ５２％ ４３％ ５％ ０％ ０％ 

評価基準 A B C D 無 

保護者 ６９ ２０ ３ ０ ０ 

評価割合 ７５％ ２２％ ３％ ０％ ０％ 

教員 ４０ ２１ ０ ０ ０ 

評価割合 ６６％ ３４％ ０％ ０％ ０％ 

評価基準 A B C D 無 

保護者 ７３ １９ ０ ０ ０ 

評価割合 ７９％ ２１％ ０％ ０％ ０％ 

教員 ４６ １５ ０ ０ ０ 

評価割合 ７５％ ２５％ ０％ ０％ ０％ 



【質問６】 学校は、体験的な活動をとおして、将来の社会生活に必要な力の育成を行っていると思いま 

すか。 

 

【回答】 

 

 

 

 

 

 

【結果及び今後の取り組み】 

・ 100％の保護者及び９７％の教員が「A」または「B」評価で、概ね良好な評価となりました。産業現場

等における実習や職場見学等が計画的に行われたことが結果に反映されたと考えます。また、教員の

３％が「C」としており、感染症予防対策のために体験的な活動が十分にできなかったため、さらに、

様々な工夫を行いながら、社会生活に必要な力の育成に向けた指導の充実が求められています。 

 ・ 今後も感染症予防対策を講じながら、地域の資源や人材を活用し、より充実した体験活動を設定すること

ができるように工夫するとともに、日々の授業における指導がキャリア教育につながっていることについ

て共通理解を図りながら、各学部段階でのキャリア教育の充実に努めます。   

 

 

 

【質問７】 学校は、校内の児童生徒や地域の幼児児童生徒、地域の学校等の要望に応じて、相談や支援を

行っていると思いますか。 

 

【回答】 

 

 

 

 

 

 

【結果及び今後の取り組み】 

・ 保護者及び教員の 100％が「A」または「B」評価で、良好な評価となりました。校内外の要望に応じ

た相談や支援、情報提供等の取り組みの様子について、通信やホームページを通して周知されてきたた

めと考えます。 

 ・ 今後も校内や地域の要望に応じて、支援会議や福祉サービスの情報提供等を継続的に行うとともに、「ゆ 

めここ通信」や「センターだより」、ホームページ等を通じて、取り組みの様子を発信していきます。 

 

 

 

【質問８】 学校は、保護者と協力してPTA活動を行っていると思いますか。 

 

【回答】 

 

 

 

 

 

 

  

評価基準 A B C D 無 

保護者 ６３ ２９ ０ ０ ０ 

評価割合 ６８％ ３２％ ０％ ０％ ０％ 

教員 ２２ ３７ ２ ０ ０ 

評価割合 ３６％ ６１％ ３％ ０％ ０％ 

評価基準 A B C D 無 

保護者 ５４ ３８ ０ ０ ０ 

評価割合 ５９％ ４１％ ０％ ０％ ０％ 

教員 ３７ ２４ ０ ０ ０ 

評価割合 ６１％ ３９％ ０％ ０％ ０％ 

評価基準 A B C D 無 

保護者 ５６ ３６ ０ ０ ０ 

評価割合 ６１％ ３９％ ０％ ０％ ０％ 

教員 ４６ １５ ０ ０ ０ 

評価割合 ７５％ ２５％ ０％ ０％ ０％ 



 

【結果及び今後の取り組み】 

・ 保護者及び教員の 100％がが「A」または「B」評価で、良好な評価となりました。感染症予防対策の

ために中止や規模縮小となる活動もありましたが、開催方法の工夫を行いながら進めることができたこ

とが結果に反映したと考えます。 

  ・ 今後も感染症予防対策を講じ、活動内容や開催方法を工夫しながら、保護者と教員が協力してPTA活 

動を行っていきます。 

 

 

 

【質問９】 学校は、地域の施設を活用したり、小学校、中学校、高等学校及び地域の方々との 

連携を図りながら教育活動を行っていると思いますか。 

 

【回答】 

 

 

 

 

 

【結果及び今後の取り組み】 

・ 保護者及び教員の９２％以上が「A」または「B」評価で、概ね良好な評価となりました。一方、２％の

保護者及び８％の教員のが「C」評価としており、昨年度に引き続き、感染症予防対策のために学校間

交流や地域の施設利用が制限され、十分に実施できなかったことによると考えます。 

 ・ 今後も感染症予防対策を講じ、活動内容や実施方法を工夫しながら、地域の施設を利用したり、地域の

方々や学校との交流を実施したりしていきます。その際は、児童生徒の実態に応じて、交流の持ち方を

検討しながら進めて参ります。 

 

 

  

【質問10】 学校からのお便りやホームページは分かりやすいですか。 

 

【回答】 

 

 

 

 

 

 

【結果及び今後の取り組み】 

・ 保護者及び教員の９６％以上が「A」または「B」評価で、概ね良好な評価となりました。一方、保護者

の４％が「C」、教員の各２％が「C」「D」評価としています。 

   ・ 今年度、学校行事や授業の様子などを随時、ホームページにアップしたり、お便りを通して、様々な情 

報を発信したりしてきましたが、さらに分かりやすい内容や発信方法への要望があると考えます。 

 ・ 今後も保護者や地域に向けて、本校の教育活動の様子や様々な情報を分かりやすく的確にお伝えするこ

とができるように、ホームページやお便り等の内容や発信方法の工夫を行います。 

 

 

 

 

 

評価基準 A B C D 無 

保護者 ５２ ３８ ２ ０ ０ 

評価割合 ５７％ ４１％ ２％ ０％ ０％ 

教員 １７ ３９ ５ ０ ０ 

評価割合 ２８％ ６４％ ８％ ０％ ０％ 

評価基準 A B C D 無 

保護者 ５８ ３０ ４ ０ ０ 

評価割合 ６３％ ３３％ ４％ ０％ ０％ 

教員 ２５ ３４ １ １ ０ 

評価割合 ４１％ ５５％ ２％ ２％ ０％ 



 


